



















医となったので、その転勤にともない各地へ転住、幼少時代に大阪の漢学者高見照陽に漢学の教えを受けた。一八八〇（明治一三）年、東京外国語 校へ入学し、中国語を修学。次いで、一八八三（明治一六）年、東京帝国大学予備門に入り、こ 間にアメリカ及びドイツへの留学を果たした。まずは 八八五（明治一八）年に、かつて新渡戸稲造・佐藤昌介（北海道帝国大学初代総長） ・元良勇次郎（日本最初の心理学者）らも学んだジョンス・ホプキンス へ留学し、歴史及び経済学を修学。ついで、一八八八（明治二一）年 ドイツへ留学し、一八九四（明治二七）年、ハルレ大学において、ドクトル・オブ・フィロソフィー（哲学博士）の称号を取得する。同年に帰国すると 直ちに山口高等学校教授となり、
長瀬鳳輔高等部学長（大正 8年～ 15 年）
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一八九六（明治二九）年、陸軍大学教授、一八九九（明治三二）年、 陸軍参謀本部嘱託、 一九〇二（明治三五）年、台湾総督府外事課事務嘱託を拝命し アモイ東部地域調査に派遣される。一九〇六（明治三九）年、再び参謀本部付きとなり、一九〇九（明治四二）年には参謀本部陸軍編修を拝命してい　
一九一七（大正六）年、国士舘開塾時に阿部秀助（慶


















及土耳古人』 （富山房、一九一五年） 、 『現









論刊行会、一九一八年） 、 『ナポレオン・ボナパルト』 （実
長瀬鳳輔
193
業之日本社、一九一八年） 、 『土耳古廃頽史』 （外交時報社出版部、一九二〇年） 、 『巴爾幹の将来』 （外交時報出版部、一九二〇年） 、 『戦後の列強』 （民有社、一九二一年） 、 『土耳古の新形成に対する史的観察』 （日本教育者協会、 一九二三年） 、 『世界各国興亡表 世界国政調査会、一九二六年）などがある。また 雑誌・新聞等へ寄稿したものを取り上げれば枚挙に暇がない。　
長瀬の時論で特筆すべきは、欧米留学の経験に加え、








ぎるあまり、日本古来の良き伝統や精神を忘れかけていることに警鐘を鳴らしていたのである。また、一九一九（大正八）年一一月二一日、大民本部での講演では「科学は西洋人より教ったのは万人の衆しく認む 処である、然し乍ら、唯一の誇りたるべき道徳人道迄も、彼等の恩恵に依りたるが如く吹聴する学者あるに至っては真に驚かざるを得ない 此 至っては西洋謳歌主義も又極まれりと云ふべしであ う」 （ 「光輝ある東洋文化」 『大民』第四巻第一号）と述べ、精神文化まで西洋を手本とすべきではないとしてい 。　
この精神は、国士舘高等部開館式での演説（ 『大民』







危機的状態にあると断じたところからきている。 とくに、第一次大戦において戦勝国側にあったことからの慢心が国中に蔓延しているのではないか 危惧している。この点については、 彼の論文や講演で数多く指摘されている。とくに、日本の国際連盟常任理事国入り 浮かれ、アメリカウイルソン大統領の「民族自決」発言の裏にある有色人種の差別化に対する反応があまりに鈍いこと 、国政を論じる者の愛 心の欠如 た不真面目なる態度 つき深く憂慮している。　
それでは如何にすべきなのか、日本はどうあるべきな
のか、長瀬が最も重要視したのが真 愛国者た 青年の育成であった。 『大民』第三巻第一一号には「起てよ我が青年」と題する一文が掲載されている。そこには長瀬の叫びにも似た言葉が綴られている。 やや長文 なる 、次に挙げてみる。　　
実に今日我が帝国に於ける最も大なる欠陥として認
　　
むべきものは、必らずしも富力でもなければ兵力で
　　
もない。即ち愛国心の欠如であ 。遺憾 がら我が
　　
国には真に愛国的政治家がない。真の愛国的教育家
　　
がない。真の愛国的思想家がない。真の愛国的学者
　　
がない。今や我が国家の国際上に於ける危機は時々
　　
刻々に近づきつゝあるではないか。
　　
此の際此の
秋とき
吾人の最もその必要を感ずるは各方面
　　
に於て愛国的至誠を以て満てる人物の輩出せん事で
　　
ある。
　　　
要するに我が国民の時局に対する態度は甚だ真率
　　
を欠いて居る。否極めて不真面目で 。斯かる愛
　　
国的至誠もなく真面目なる気概もなき国民にして果
　　
して克く来たるべき世界 大変局に処し 禍なきを
　　
得るであらうか。吾人は之に対し 深かく憂慮に堪
　　
へざるのである。
　
すなわち、 「愛国的至誠を以て満てる人物の輩出」が
急務であり、それなくして世界の大変局に立ち向かうことは困難であると論じている。　
こうした思想は、国士舘高等部開館式での言葉にも如
実に表れており、 国士舘において真の愛国者たる「国士」の育成を目指したと言え 。残念ながら、長瀬はその育成の道筋をつけた後、ほどなく世を去った。しかし、その精神は国士舘教育の熱き志として今日も息づいているのである。
